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各 題 材 の 特 色
	全体
	◆教科書の内容は，原則として見開き単位で小項目の学習が完結するようにレイアウトしてあり，各小項目は冒頭部分に「学習の目標」を設けて意識付けができるようになっているとともに，導入課題 ｢考えてみよう｣や｢調べてみよう｣ などで，身近な課題に取り組ませ,考えさせることから学習がスタートできるように構成されている。

◆学習のまとまり（中項目）ごとには「ふり返り」が設けられていて，そこまでの学習のふり返りや自己評価ができるようになっている。また，各内容（ＡＢＣＤ）の最後に設定した「学習のまとめ」では，全体についてのまとめや自己評価，生活への応用ができるように考慮されている。

◆各内容（ＡＢＣＤ）の最後の学習項目では，技術を適切に評価し活用する態度を育めるような学習内容が提示されている。また，１ページ大のコラムが取り上げられており，各内容の学習の最後にしっかり読んで，評価し活用する態度について考えられるような配慮がされている。

◆人権尊重の観点から，個人のプライバシーに関わるような記述や取り上げ方は避けるように配慮されている。また，男女平等の観点から，イラストや写真で登場する男女の数や活動内容にも十分な配慮がされている。

	ガイダンス
生活や社会における
技術の役割

学習指導要領Ａ(１)に対応
	◆教科書冒頭に掲載されているガイダンス（p.2～19）では，技術について気づかせる内容や，社会・生活との関わり，伝統・文化，持続可能な社会・循環型社会に関する内容などが適切に配置されており，ガイダンスとして適切な内容である。

◆小学校での学習と技術分野での学習とのつながりを，明確に知らせることができる内容が取り上げられている。（p.3）

◆ガイダンスにおいて重視すべき関心・意欲・態度を育むために，写真やイラストを多く用いたり，生徒が興味を示すような内容を中心に記述していたりなどの配慮がされている。

◆３年間で学習する内容が俯瞰できる項目が適切に配置されており（もくじ，p.12～13），見通しを持って学習に取り組めるような配慮がされている。
◆「学習の進め方と作業の安全」（p.14～15）では，問題解決的学習の基本的な考え方と学び方を分かりやすく示している。

◆技術の歴史年表（p.18～19）が取り上げられており，技術の進展について知ることができるように配慮されている。

	Ａ 材料と加工に
関する技術

学習指導要領
Ａ(２)～(３)に対応
	◆「ものづくり」の学習の入り口では，工夫することの素晴らしさや，ものづくりにおけるさまざまな観点に関して考えることの大切さについて関心を持たせ，「ものづくり」学習への態度を育めるように配慮されている。（p.22～23）

◆ものづくりに入る前に，材料学習に取り組めるように学習項目が配列されている。材料学習では，実験や試し学習が用意され，材料の特徴について実践的・体験的な学習を通して定着が図れるように工夫されている。（p.25～29）また，材料と環境とのかかわりについて独立した学習項目を立てて，環境を意識した学習ができるように配慮されている。（p.30～31）
◆作業の流れや手順を視覚的に表現し，見通しをもって学習が進められるような工夫がされている。（p.32，52）
◆「設計」と「製作」の学習項目では，主題材を例にして，実際の作業手順や作業方法が系統的かつ丁寧に詳しく記述されているので，基礎的・基本的内容の習得ができるだけでなく，ページを追って学習を進めることで主題材の製作過程がわかるようになっている。（p.33～71 他）
◆「製作」の項目では，「木材による製作」と「金属・プラスチックによる製作」とに項目を分けて記述しており，製作学習の流れが明確にわかりやすくなるように配慮されている。
◆「製作」の項目では，失敗したときの手立てについても詳述されており，大変有効である。(p.65，69，79)
◆写真などで可能なものは，自分が作業をしているように見える生徒目線で撮影し，学習効果が上がるように工夫されている。

◆資源・環境教育や作業の安全についても，「環境マーク」や「安全マーク」を付けた上で，多くの箇所で取り上げてある。
◆勤労観・職業観を育む視点と，伝統技術としての視点から，社会におけるさまざまな製作場面の紹介を見開きコラムとして取り上げてある。（p.82～83）

	Ｂ エネルギー変換
に関する技術
学習指導要領
Ｂ(１)～(３)に対応
	◆学習のはじめには，身の回りの例をもとにしてエネルギー変換の原理が理解できる内容や，環境とエネルギーの関わりについての内容が記述されており，さらには，エネルギー変換を考える際に重要となる「効率と損失」について知る内容も記述されていて，導入として適切である。（p.92～97）

◆電気エネルギーのしくみや利用について，実例をあげて科学的に理解できるように配慮してある。また，簡単な技術史にも触れながら学べるように考慮してある。（p.98～103）
◆電気的な内容と機械的な内容を明確に分けて記述してあり，学習をわかりやすく進めることができるように配慮されている。
◆実習例は，動力への変換実習例３例，光への変換実習例２例，その他の実習例２例を取り上げており，多くの例からの選択が可能となっている。（p.120～126）
◆実習例の中の「かん水装置」については，Ａ材料と加工，Ｂエネルギー変換，Ｄ情報をまたいで製作に取り組む事ができ，Ｃ生物育成で使用することができる実習例となっており，技術相互の関係を理解する上でも効果的な実習例となっている。（p.125）

	Ｃ 生物育成に
関する技術
学習指導要領
Ｃ(１)～(２)に対応
	◆新しくなった「生物育成」という考え方が理解できるように，学習のはじめに，生物育成の意味，役割，技術などがわかりやすく記述されており，導入として適切な内容となっている。（p.136～141）

◆栽培ごよみにおいては，日本を大きく寒冷地と温暖地に分けて，それぞれにおけるこよみとして明確に記述しており，地域性に対しての配慮がされている。（p.142～143）
◆栽培の基礎・基本は，系統立てて項目を設定し，丁寧に説明がされており，理解がしやすくなる工夫がされている（p.144～153）

◆動物の飼育（p.154～156）に関してだけでなく，水産生物の栽培（p.157～159）についても基本的な技術について記述されており，生物育成に関する技術全般についての理解ができるように配慮されている。
◆実習例は，育成する植物によって，露地栽培，容器栽培，養液栽培など，さまざまな栽培方法で取り組めるように記述されており，学校の環境により適切な栽培方法を選択できるように配慮されている。（p.160～164）

	Ｄ

情報に関する技術
学習指導要領Ｄ(１)～(３)に対応
	◆学習のはじめには，身近な生活の中にある情報の技術について気づき，関心を持つことができる内容が記述されており，導入として適切な内容となっている。（p.174～177）

◆情報のディジタル化（p.183）やフローチャート（p.223）の学習場面では，作業をしながら理解ができる工夫や，身近な行動と比較することで理解しやすくなる工夫がされており，とても効果的である。
◆情報モラルに関する記述については，「情報セキュリティ」と「情報モラル」の大きく二つに分けて記述しており，わかりやすくなっているだけでなく，それぞれに６頁の合計１２頁を割いて取り上げており，情報モラル学習が重視されている。（p.192～203）

◆ディジタル作品の制作では，主体的な学習ができるように｢ディジタル作品の構想｣（p.206～207）を示し，「Ｗｅｂページ」や「プレゼンテーション」・「動画作品」の実習（p.214～217）につなげられるように考慮されている。
◆計測・制御の実習では，考え方とフローチャート，プログラム（簡易言語）の３つを対比させて示すことで，理解がしやすいように配慮されている。（p.226～232）
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